
                                      令和３年 ８月 24（火） 講座名「どんぐり工作」 

講師は 目黒 一幸 先生（立川市市民リーダー）  会場
かいじょう
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講師の 目黒 先生です。 

一番町にお住まいです。子どもたちが部

屋に入ってくる前に、この様に今日の工作

で使われる材料などが、すっかり準備され

ていました。 

後は、皆さんの創造力だけが必要です！ 

↑  ドングリを二つ並べ（頭と胴体部分）、つま

ようじが刺してあります。今日の作品作り

の基本の材料となります。 

↓  木の土台に、穴をあけてもらい、出来あ

がった人形の足元の部分にボンドをつけ、

穴に差し込んだら、できあがりです。 

ドングリに着色したり、目鼻口など描くためのマーカー

や、銀紙を切り貼りするための用具が用意されています。 

先生が見本に作って下さった作品が、子どもたちの想像力を掻き立てます。 さあ～どんな作品ができるでしょうか？

具が用意されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～火曜日は学習館に行こう ！ 

① どんな人形にしよう かなあ～ 一人？二人？ 

どっちにしようかなあ～ 

① このお地蔵さんもかわいいね～。二人で並んでいた

ら面白いかもね？  迷ってしまうなあ～ 

② 決まったら、作りたい人形の

材料をもらいます。 

③ この後は、きれいに色を付けて

いきます。顔を描くときは、とっても

緊張しましたが、優しい顔にできあ

がりました。 

④ ボンドで台に取り付けて、終了です。 

 楽しそうな人形が出来上がりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～火曜日は学習館に行こう ！ 

二つ目に挑戦しています。 

僕は、三つ目だよ！！ 

目黒先生に、ボンドで台に取

り付けてもらっています。 

 楽しそうな人形が出来上が

りました。 

皆さんの力作が完成しました。どれも可愛いね

ね 
お地蔵さんが、見守ってくれているよ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～火曜日は学習館に行こう ！ 

宿題・勉強のお手伝いの、青野さん、山本さん、久保さん、

小川さん、中川原さん、市より梅澤さん、山路さんです。 

勉強が済んでしまった子どもたちが、視聴

覚室で「太鼓の名人」に挑戦しています。 

ゲーム BOCCIA（ボッチャ） 

ボッチャのチーム「ポルテ

多摩」の代表の渡邉 健太

さんが、ボッチャの指導に

来てくださいました。 

同行してくださった、お母

様の佐代子さん（上）、 

（右）鈴木さん。健太さんは、現役の選手でもあり、国

内、国外の大きな大会でも活躍しています。 

今日は、ゲーム用のボッチャの楽しみ方を教えて頂き、

各チームで腕を競いあってみたいと思います。  

どうぞよろしくお願いします。 

【ボッチャ】はイタリア語で、「ボール」の意味。 

今日の先生は、渡邉 健太 さんです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～火曜日は学習館に行こう ！ 

←視聴覚室に、もう一面「ゲーム用コート」を作っている所です。 

〇「ボッチャ」は、誰でもが楽しめる競技である。自分で投げる事

ができない場合は、ランプ（勾配具）を使う事ができます。しか

し、ランプの微妙な配置を調整する補助者（アシスタント）には、

厳しいルールがあるようです（石川館長さんお話）。 

〇「ボッチャ」は氷上のカーリングとも似た競技です。カーリング

は、円の中心に近いストーンの数で勝敗を競います。「ボッチャ」

も、ジャックボール（目標求）に近づけて勝敗を競う所は似ていま

すが、「ボッチャ」は、ジャックボールを弾き出してしまっても良い

という所が、大きく違います。 

～ゲームのやり方～ 

① 3名ずつのチームになる（西砂では） 

赤い色6球（左側） 青い色6球（右側）に入る 

② リーダーを決め、ジャンケンで先攻を決める 

勝った方が、白い球（ジャックボール）を持つ 

③ 試合開始 

ジャックボールを投げる（ジャックボール無効領

域を超えるように投げる） 

④ 続いて二球目を投げる 

⑤ 次に、後攻側チームが球を投げる 

⑥ 投げられた球とジャックボールとの距離を見

て、遠い方のチームが次に球を投げる 

⑦ ジャックボールから常に、遠い方が順番に投げ

ていく。これを球（６球）無くなるまで続ける 

⑧ 最終得点を数える。 

ジャックボールを起点にし、負け組でジャックボ

ールに一番近い距離よりも、内側に入っている

勝ち組の球の数を数える。 

⑨ EX  赤  ３点、 OR  青  ０点  となる  

 

↓これは、試合用に使われる球で

す。表皮の柔らかさ、固さ等、用途

によって、作りが違うとの事でした。 

↑ どのチームも、リーダーの言う事をよく聞いて、試

合を進めていました。  

審判がパドル（しゃもじ状の板、青色と赤色に表裏が塗

られている）を提示し、つぎにどちらのチームが投げる

か、ジャッジしながら声をかけてくれていました。 

どの様に、得点を審判するのでしょうか？ 

これが、ランプです。これ

を使用する時、補助者は

決して後ろを見てはいけ

ないとの事です。 



 

 

 

 

 

 

                                                                                 

～火曜日は学習館に行こう ！ 

↑ これは、キャリパー（ジャックボー

ルまでの距離を比べるコンパス）

を使って、距離を測っている所で

す。キャリパーで測れない時は、メ

ジャーを使うそうです。 

← 5 チームにより、「ボッチャ西砂トーナメント」の結果です。各チーム、試合に臨む前に

は、何試合も練習を重ね、気合も十分でした。 

最終試合、「きずなチーム」と「ストロングスチーム」の決戦となり、「ストロングスチー

ム」の優勝という事で、「ボッチャ西砂トーナメント」は終わりました。皆さん、よく頑

張りました。パチパチパチパチ 

↓ 最後、今日楽しいゲームボッチャを教えてくださった渡辺さんに、皆さんでお礼の気

持ちを伝えました。「ありがとうございました」 

これが、パドルです

プです 

勝者に記念品です 


